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◦市債発行の抑制

◦市債の繰上償還
　（一般・公共下水道・農業集落排水・病院・水道会計）
　299件　49億2,147万円
　上記の取り組みにより市債の残高（一般会計）は
　　平成18年度末439億円
　⇒平成25年度末356億円（83億円の減少）

市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、
毎
年
の
決
算
の
確
定
に
合
わ
せ
て
収
入
と
支
出
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す
指
標
な
ど
を

算
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
指
標
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
景
気
低
迷
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化
を
早
期
に
改
善
す
る

た
め
、
市
で
は
、
財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組
み

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

【
財
政
健
全
化
に
む
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

○
市
債
残
高
の
減
少

　
市
債
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
と

き
の
財
源
の一部
と
し
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　

合
併
前
後
の
大
型
事
業
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
に
は

４
３
９
億
円
ま
で
膨
ら
み
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
以
降
は
、

市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
将
来
世
代
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
繰
上
償
還
を
積
極
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
末
の
市
債
残
高
は
平
成

18
年
度
末
と
比
べ
約
83
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

○
人
件
費
な
ど
の
削
減

　

職
員
数
は
、
平
成
18
年
度
に
比
べ
１
４
７
人
減
の
８
９
５

人
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
人
件
費
も
前
年
度
か

ら
２
億
８
千
万
円
の
減
額
と
な
り
、
平
成
18
年
度
に
比
べ

８
億
６
千
万
円
減
の
58
億
７
千
万
円
と
なって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成
18
年
度
に
は
66
億
円

ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
優
先
度
を
考
慮
し
た
計

画
的
な
実
施
に
よ
っ
て
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
地

域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
や
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

【
平
成
26
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
】

○
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た
重
点
的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分

　
平
成
25
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た
着
実

な
取
り
組
み
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
指
標
は
一
定

の
改
善
が
図
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
予
算
は
、「
市
民
の
幸
せ
」
と
「
市
の
発

展
」
に
全
力
を
傾
注
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
の
な
か
で

さ
ら
な
る
幸
せ
を
実
感
い
た
だ
け
る
「“
生
活
感
幸
、
加
速
”

＝
甲
賀
の
國
づ
く
り
予
算
＝
」
と
し
て
編
成
し
、
特
に
優
先

す
べ
き
４
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施
策
を
重
点
事
業
と
し
て
位

置
付
け
、
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ

 　
①
元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

 　
②
学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

 　
③
創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

 　
④
魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

○
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
等
の
強
化

　
東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え
た

防
災
・
減
災
対
策
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り
一
層

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的
な
予
算

　
平
成
31
年
度
が
期
限
と
な
る
「
合
併
特
例
債
」
の
発
行

と
「
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
」（
※
1
）
の
適
用
が
終

了
す
る
平
成
32
年
度
以
降
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け

て
、
そ
の
期
限
を
見
据
え
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
１
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
…
合
併
後
で
も
、
合
併
が
な
か
っ
た

も
の
と
仮
定
し
、
合
併
前
の
旧
町
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の

合
算
額
が
保
障
さ
れ
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益
を
被
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制
度
で
す
。
甲
賀
市
で
は
平
成
26
年
度

ま
で
続
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減
さ
れ
ま
す
。

財政健全化にむけたこれまでの取り組み

◦職員数の削減（全会計）
　平成18年4月1日　1,042人
　平成26年4月1日　   895人（▲147人・▲14.1%）
◦給与の独自削減
＜平成21年度実施内容＞【削減額　3,859万円】
　特別職等の給料（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当（部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
＜平成22年度実施内容＞【削減額　1億1,965万円】
　特別職等の給料（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当（部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
　期末勤勉手当（特別職▲20%、部次長▲16%、�
� 課長・課長補佐▲13%、係長・主査▲6%、主事▲0.5%）
＜平成23年度実施内容＞【削減額　1,963万円】
　特別職等の給料（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当（部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
＜平成24年度実施内容＞【削減額　247万円】
　特別職等の給料（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
＜平成25年度実施内容＞【削減額　247万円】
　特別職等の給料（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）

　今回説明する指標や金額は、毎年度総務省が全国の自治体の財政状況を一律に比較するために調査する普通会
計決算の数値を使っています。

◎歳入・歳出決算額の推移

財政指標 H18年度 H20年度 H23年度 H24年度 H25年度 H25県内市町平均
財 政 力 指 数 0.755 0.839 0.759 0.745 0.746 0.734
経 常 収 支 比 率（％） 95.9 95.5 83.5 85.6 85.5 86.8
実質公債費比率（％） 18.3 14.8 13.1 11.8 9.5
将 来 負 担 比 率（％） 126.6 80.5 69.2 66.0 23.2
積立金現在高比率（％） 29.4 34.7 40.3 45.2 47.1 54.3
地方債現在高比率（％） 209.2 184.1 148.0 145.1 144.9 167.5

データで見る財政状況の推移

◎財政指標の推移と県内市町平均との比較

◎基金残高の推移 ◎市債残高の推移

H18年度 H20年度 H23年度 H24年度 H25年度 H18とH25との比較

歳
入

市 税 128億6,756万円 143億3,063万円 137億9,066万円 134億6,074万円 135億3,902万円 6億7,146万円増
地方交付税 61億8,574万円 56億2,653万円 78億7,443万円 81億3,235万円 82億3,598万円 20億5,024万円増
市 債 60億   650万円 24億3,784万円 24億1,825万円 37億9,058万円 41億5,289万円 18億5,361万円減
歳 入 規 模 373億   699万円 331億8,193万円 359億8,190万円 375億3,206万円 369億6,599万円 3億4,100万円減

歳
出

人 件 費 67億3,108万円 64億8,650万円 63億3,761万円 61億5,659万円 58億7,244万円 8億5,864万円減
扶 助 費 28億   986万円 29億4,414万円 43億9,606万円 44億2,556万円 45億   684万円 16億9,698万円増
公 債 費 42億8,442万円 51億   856万円 47億1,255万円 47億1,137万円 42億5,294万円 3,148万円減
普通建設事業費 66億   797万円 22億6,524万円 27億6,650万円 35億6,258万円 37億2,593万円 28億8,204万円減
繰 出 金 32億   574万円 37億8,430万円 41億6,788万円 40億7,122万円 43億4,316万円 11億3,742万円増
歳 出 規 模 364億1,358万円 324億8,747万円 350億8,223万円 364億5,737万円 357億9,973万円 6億1,385万円減

●
財
政
力
指
数　
財
政
力
を
示
す
指
数
で
、
数
値
が
高
い

ほ
ど
税
や
負
担
金
、
使
用
料
、
財
産
収
入
な
ど
、
自
主

的
に
収
入
で
き
る
財
源
に
余
裕
が
あ
る
。

●
経
常
収
支
比
率　
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
の
ひ
と

つ
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
る
。

●
実
質
公
債
費
比
率　
借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る

額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
も
の
で
、

市
の
収
入
を
借
入
金
の
返
済
に
あ
て
る
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
値

は
小
さ
く
な
り
健
全
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
支
払
っ
て
い

く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
を
示
す
も

の
で
、
借
入
金
残
高
な
ど
の
負
担
が
少
な
い
ほ
ど
数
値
は

小
さ
く
な
り
健
全
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
積
立
金
現
在
高
比
率　
標
準
財
政
規
模
※
に
対
す
る
積

立
金
残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
緊
急
の
財
政
需

要
に
も
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

※
標
準
財
政
規
模　
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
（
市
民
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
財
源
）の
規
模
を
示
す
も
の
。

●
地
方
債
現
在
高
比
率　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
地
方

債
残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
今
後
償
還
す
べ
き
地

方
債
が
多
い
こ
と
を
示
す
。

●
扶
助
費　
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法

な
ど
に
基
づ
き
援
助
と
し
て
支
払
う
経
費
。

●
公
債
費　
地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元

利
償
還
金
。

●
普
通
建
設
事
業
費　
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
学
校
、
公
園
、
庁

舎
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す
る
投
資
的
な
経
費
。

●
繰
出
金　
公
共
下
水
道
事
業
や
介
護
保
険
な
ど
の
特
別

会
計
が
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
す
財
源
。

●
基
金　
市
の
預
金
で
、
各
年
度
の
財
源
を
調
整
す
る
た
め

の
財
政
調
整
基
金
や
、
将
来
の
大
き
な
支
出
に
備
え
て
積

み
立
て
て
い
る
特
定
目
的
基
金
な
ど
が
あ
る
。

※
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
、
広
報
あ
い
こ
う
か
10
月
15
日
号
で
も

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

用
語
説
明
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億円

財政調整基金 その他の特定目的基金減債基金

16億1,517万円 11億4,167万円
27億8,806万円 28億9,569万円

5億3,693万円

75億3,998万円

33億9,736万円

5億3,693万円

76億4,626万円

5億3,693万円

63億7,235万円

5億3,693万円

61億9,701万円

3億8,418万円

41億7,994万円
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H18年度 H20年度 H24年度H23年度 H25年度

億円

439億1,228万円

418億696万円

352億732万円

355億6,101万円
356億2,413万円

問い合わせ

財
政
課

☎
６
５‐０
６
７
６
／

６
３‐４
５
６
１

市債発行額 償還元金 差額
H１８年度 60億   650万円 35億1,741万円 24億8,909万円
H１９年度 35億8,738万円 38億   377万円 ▲  2億1,639万円
H２０年度 24億3,784万円 43億2,677万円 ▲18億8,893万円
H２１年度 19億9,645万円 44億   705万円 ▲24億1,060万円
H２２年度 18億6,730万円 40億3,256万円 ▲21億6,526万円
H２３年度 24億1,825万円 40億8,834万円 ▲16億7,009万円
H２４年度 37億9,058万円 41億4,427万円 ▲  3億5,369万円
H２５年度 41億5,289万円 37億3,608万円 4億1,681万円

2平成 26 年 12 月 1 日3 平成 26 年 12 月 1 日



　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
の
規
定
並
び
に
甲
賀
市
人
事
行
政
の
運

営
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
市
職
員

の
給
与
、
人
数
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
内
容

の
ほ
か
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

１ 部門別職員数の増減とその主な理由（各年４月１日現在）

部 門 平成25年 平成26年 増減 主な増減理由

普
通
会
計

一
般
行
政

議 会 6 6 0
総 務 企 画 156 157 1 業務の増加
税 務 39 39 0
民 生 235 243 8 業務の増加
衛 生 45 44 -1 事業の縮小
労 働 3 3 0
農 林 水 産 30 31 1 育児休業代替職員の配置
商 工 11 11 0
土 木 52 52 0
小 計 577 586 9

特
別
行
政

教 育 159 146 -13 業務の合理化、退職不補充
消 防 0
小 計 159 146 -13

公
営
企
業
等
会
計

病 院 78 74 -4 退職不補充
水 道 27 24 -3 事務の一部を民間委託
下 水 道 21 20 -1 事務の一部を民間委託
そ の 他 46 45 -1 派遣職員の減
小 計 172 163 -9

合　計 908 895 -13

（単位：人）

人件費
16.4％

その他支出

一般
職員

市長、
副市長、
教育長
議員
各種委員

2 人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

年度 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率�
（Ｂ／Ａ）

Ｈ25 35,799,732千円 5,872,439千円 16.4%

人件費の内訳
一般職員に関する人件費 5,084,517千円
市長、副市長、教育長 47,856千円
議員に関する人件費 198,672千円
各種委員に対する報酬 541,394千円

合　　　計 5,872,439千円
（注）対象者は、1部門別職員数の合計のうち普通会計に属する職員です。

（注）特別行政の教育欄は、教育委員会事務局職員の人数であり、市内小中学校の教員は含まれません。

3 職員給与費の状況（平成25年度普通会計決算）
●給与費

職員数（Ａ）
給　　与　　費 一人当たり�

給与費�
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

711人 2,520,481千円 437,811千円 923,744千円 3,882,036千円 5,460千円64.9％ 11.3％ 23.8％ 100.0％
（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　 ２　対象者は、普通会計に属する職員で年間無給休業者等（２６人）を除きます。

●共済費

（注）１　共済費とは一般企業の社会保険料、労働保険料にあたるものです。
　　 ２　共済費には休業者（２６人）を含みます。
　 　３　甲賀市は滋賀県市町村職員退職手当組合に加入し、退職金は退職手当組合から支給しています。

職員数（Ａ）
共　　済　　費 一人当たり�

共済費�
（Ｂ／Ａ）

地方公務員共
済組合負担金

公立学校共済
組合負担金

市町村職員互
助会負担金

退職手当組合
負担金

地方公務員災
害補償基金負
担金

計（Ｂ）

737人 779,482千円 28,144千円 9,819千円 379,477千円 5,559千円 1,202,481千円 1,632千円

4 職員手当の状況（平成25年度普通会計決算）

扶養手当 住居手当 通勤手当 特殊勤務
手当

時間外勤務
手当

休日勤務
手当 宿日直手当 管理職手当 夜間勤務

手当 合計
68,195千円 22,276千円 52,292千円 250千円 174,475千円 366千円 5,561千円 114,386千円 10千円 437,811千円

給料
50%

手当
8%

期末勤
勉手当
18%

共済費
24%

市
職
員
の
給
与

人
数
等
の
状
況

5 職員手当の内容（平成25年度）

区　分 甲賀市 国

期
末
・
勤
勉
手
当

（支給割合）

甲賀市の制度と同じ

扶
養
手
当

（支給額）

甲賀市の制度と同じ

住
居
手
当

（支給額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月額）
甲賀市の制度と同じ

通
勤
手
当

（支給額）
公共交通機関利用（最高限度）　　　55,000 円／月
交通用具使用（月額）

 甲賀市の制度と同じ

期末 勤勉 計
6月期 1.225月分 0.675月分 1.900月分
12月期 1.375月分 0.675月分 2.050月分
計 2.600月分 1.350月分 3.950月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

配偶者 13,000円
扶養親族 6,500円

（配偶者がない場合の１人目） (11,000円)
満16歳になる年度から
満22歳になる年度末まで 加算 5,000円

借家・借間（最高限度） 27,000円

距離 金額
2km未満 －

2km以上5km未満 2,000円
5km以上10km未満 4,100円
10km以上15km未満 6,500円
15km以上20km未満 8,900円
20km以上25km未満 11,300円
25km以上30km未満 13,700円
30km以上35km未満 16,100円
35km以上40km未満 18,500円
40km以上45km未満 20,900円
45km以上50km未満 21,800円
50km以上55km未満 22,700円
55km以上60km未満 23,600円

60km以上 24,500円

特殊勤務手当
（平成25年度
普通会計決算）

支給総額 250,000円

職員全体に占める 
手当支給職員の割合 2.0%

支給職員１人当たり 
平均支給年額 17,857円

支給した手当の種類 
（手当数） 1

時間外勤務手当
（普通会計決算）

支給総額 
（Ａ）

臨時的な時間外手当
(選挙の投開票等） 

(Ｂ）
差引通常経費 
(Ａ)－（Ｂ）＝（Ｃ）

対象者数 
（Ｄ）

職員１人当たり 
平均支給年額 
（Ｃ）/（Ｄ）

25年度 174,475千円 13,274千円 161,201千円 530 304,153円
24年度 175,904千円 24,514千円 151,390千円 541 279,834円

（注）時間外勤務手当の支給対象者は平成25年度普通会計の職員数711人の内、管理職181人を除く530人です。

6 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成26年4月1日現在普通会計）

区　分
一般行政職　667名 医療職　30名 技能労務職　34名

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
普通会計 314,137円 41歳1月 294,470円 39歳4月 290,100円 52歳3月
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区　分
甲賀市 国

決定初任給 採用２年経過日
給料月額 決定初任給 採用２年経過日

給料月額

一般行政職
大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円
短大卒 149,800円 160,200円 152,800円 164,300円
高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

区　分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般行政職
大学卒 248,791円 300,987円 348,400円
短大卒 216,500円 275,425円 323,838円
高校卒 203,600円 265,700円 306,325円

※ラスパイレス指数とは国家公務員の給料月額を100とみなした場合の指数です。
　�類似団体平均とは、人口規模・産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。
　「参考値」は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定、随時特例法による給与減額措置が無いとした場合の値です。
　�甲賀市では平成25年７月１日から平成26年３月31日までの間、国家公務員の給与減額を踏まえた臨時特例措置として平均5.7%の給

料の減額を行っています。

（注）�１ 甲賀市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�  
  ２ 標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な 

職務の名称 主事 主事 主査 係長 課長補佐 課長 次長
部長

職員数 56人 101人 208人 131人 82人 52人 37人 667人
構成比 8.4% 15.1% 31.2% 19.6% 12.3% 7.8% 5.6% 100.0%

　甲賀市は財政状況が厳しいことから特別職の給与について以下のとおり削減しています。
区　分 削減内容 削減額

特別職の給料削減
　　（月額）

2,472千円

合　　　計 2,472千円

本来の支給額 削減率 削減後の額
市　長 900,000円 10% 810,000円
副市長 750,000円 8% 690,000円
教育長 700,000円 8% 644,000円

⑴　勤務条件に関する措置の要求の状況	 ０件
⑵　不利益処分に関する不服申し立ての状況	 ０件
⑶　その他	 ０件�

いずれも平成25年度において要求はありませんでした。

7 職員の初任給の状況（平成26年４月１日現在普通会計）

8 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年４月１日現在普通会計）

9 国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数※）の状況

10一般行政職の級別職員数の状況（平成26年４月１日現在普通会計）

11甲賀市独自の削減状況（平成25年度普通会計の状況）

12 公平委員会の報告（平成25年度の状況）

甲賀市

（H20.4.1）
95.9

（H25.4.1）
105.3

（H25.7.1）
99.6※参考値

97.3

（H20.4.1）
96.0

（H25.4.1）
105.2

（H25.7.1）
103.1

※参考値
97.3 （H20.4.1）

98.3

（H25.4.1）
106.6 （H25.7.1）

104.0

※参考値
98.5

100

105

110

95

90
類似団体平均 全国市平均

問
い
合
わ
せ

職員課　給与係
☎６５‐０６６８　 ６３‐４５６１

　
み
ん
な
が
子
育
て
し
や
す
い
国
に
す
る
た
め
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
平
成
27

年
4
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
新
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
所
（
原
則

20
人
以
上
）
に
加
え
て
、
0
歳
～
2
歳
児
の
子

ど
も
を
少
人
数
で
保
育
す
る
「
家
庭
的
保
育
事

業
所
等
」
を
市
が
認
可
し
て
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
た
め
の
条
例
を
9
月
議
会
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」
と
は

　
大
き
く
分
け
て
次
の
保
育
施
設
と
な
り
、
職

員
数
・
職
員
の
資
格
、
保
育
室
の
広
さ
・
給
食

施
設
等
の
基
準
を
設
け
、
市
と
連
携
を
持
ち
な

が
ら
保
育
し
ま
す
。

○
家
庭
的
保
育
事
業

　
　

利
用
定
員
5
人
以
下
を
対
象
に
、
保
育

者
の
居
宅
や
そ
の
他
の
場
所
等
で
保
育
を
し

ま
す
。

○
小
規
模
保
育
事
業

　
　

利
用
定
員
6
人
～
19
人
を
対
象
に
、
保

育
者
の
居
宅
や
そ
の
他
の
場
所
で
保
育
を
し

ま
す
。

○
事
業
所
内
保
育
事
業

　
　
会
社
の
事
業
所
の
保
育
施
設
な
ど
で
、
従

業
員
の
子
ど
も
に
加
え
て
、
地
域
の
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
を一緒
に
保
育
し
ま
す
。

○
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

　
　
障
が
い
・
疾
患
な
ど
で
個
別
の
ケ
ア
が
必

要
な
場
合
な
ど
で
、
保
育
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
居
宅
で
1
対
1
で
保
育
を
し
ま
す
。

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
実
施
を
検
討
い
た
だ

く
民
間
事
業
者
お
よ
び
事
業
主
の
方
は
、
こ
ど

も
未
来
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
的
保
育
事
業
等
」を

�

行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

問い合わせ

こ
ど
も
未
来
課　
管
理
係

☎
８
６‐８
１
７
９
／

８
６‐８
３
８
０

「甲賀の操法」で全国大会10位入賞
甲賀市消防団が全国消防操法大会で健闘
　全国消防操法大会が11月8日、東京臨海広域防災公園で開催され、滋賀県代表として小型ポンプの部に出場した
甲南方面隊第一分団が10位入賞を果たしました。
　また、指揮者の河

か わ

尻
じ り

俊
しゅん

一
い ち

さんは、個人成績で最優秀となる「優秀選手賞」に輝き、二重の喜びとなりました。
　連日、早朝から厳しい訓練を重ね、技術とチームワークを磨いた選手の皆さん。それを支えたご家族、サポート
団員など多くの方々の努力が実を結び、素晴らしい成績につながりました。

▲全国大会で入賞した選手の操法

指揮者・河尻俊一さん談
何事にせよ日本一を目指すことができる機会は、そう
そうありません。しかし今回、多くの方のお力添えに
より、その機会をいただき全力で取り組みました。決
して容易な道のりではありませんでしたが、得たもの
は非常に大きく、皆様には感謝の気持ちで一杯です。

問
い
合
わ
せ

危機管理課
☎６５‐０６６５／ ６３‐４６１９

出場選手は次のとおりです（敬称略）

　指 揮 者　河
かわ

尻
じり

　俊
しゅん

一
いち

　１ 番 員　宇
う

野
の

　孝
たか

志
し

　２ 番 員　中
なか

嶋
じま

　鉄
てつ

也
や

　３ 番 員　平
ひら

井
い

　博
ひろ

善
よし

　補 助 員　増
ます

田
だ

　敦
あつ

史
し

　補 助 員　坂
さか

上
がみ

世
よ

志
し

樹
き

�
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国
土
緑
化
推
進
機
構

会
長
賞
を
受
賞

�
甲
賀
愛
林
ク
ラ
ブ

　
第
38
回
全
国
育
樹
祭
で
、
甲
賀
愛
林
ク
ラ

ブ
が
国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
上
下

流
連
携
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
」
を
か
か
げ
、

毎
年
ヒ
ノ
キ
の
皮
剥
ぎ
間
伐
の
体
験
や
自
然

観
察
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
教
室
な
ど

を
企
画
。
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
上
下
流
住

民
の
ふ
れ
あ
い
交
流
に
大
変
重
要
な
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
団
体
と
連
携
し
、
林
地
内

の
利
用
可
能
な
木
材
を
搬
出
し
て
集
積
場
に

集
め
、
そ
の
実
績
に
応
じ
た
地
域
通
貨
に
交

換
す
る
「
甲
賀
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
し
、
地
域
起
こ
し
の
活
動
に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
同
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶
受
賞
し
た
甲
賀
愛
林
ク
ラ
ブ
西
田
会
長

問い合わせ

林
業
振
興
課

☎
６
５‐０
７
１
５
／

６
３‐４
５
９
２

昭和45年4月に水口町消防団に入団。平成11年に
は副団長、合併により発足した甲賀市消防団では平
成17年4月から水口方面隊長に就任。市消防団の発
展の礎を築かれました。

「消防団は常備消防を支え、現場の安全管理と後方
支援に徹する」との信念から、水利確保と延焼防止
の重要性を繰り返し団員に説き、実際の火災現場を
想定した長距離におよぶ中継送水訓練を実施するな
ど人材育成にも尽力されました。

老人福祉に貢献するという信念に基づき、特別養
護老人ホーム信楽荘を開設し、２０年間施設長とし
て運営に力を尽くされました。

生活指導員として長年務められた経験から「利用
者本位」を方針とした利用者に喜ばれる環境づくり
に取り組み、利用者や家族と強い信頼関係を築くと
ともに、施設と地域の交流に努められました。

また、地域社会の福祉活動にも積極的に貢献され、
現在も同施設の顧問として活躍されています。

公立小・中学校の教諭として社会と保健体育の分
野で教科指導に努め、児童・生徒の心身ともに健全
な成長を支えるなど、初等教育、中学校教育に尽力
されました。

また、県教育委員会事務局、甲西町教育委員会事
務局に勤務し、教育行政の推進に努めるとともに、
公立小学校の教頭、中学校の校長を歴任。学校経営
と後進の指導に尽くされました。

昭和55年に国勢調査員として任命されて以来、34
年の永きにわたり統計調査に従事。正確な知識と豊
富な経験により、各種統計調査の円滑な実施に尽く
されました。

とりわけ工業統計調査では、昭和55年12月に任命
されて以来31回の調査に携わり、調査対象と連絡を
密にして相互の信頼関係を築くとともに、丁寧な聞
き取りと説明に努めることにより、精度の高い調査
の実施に多大な貢献をされました。

受章おめでとうございます
秋の叙勲・秋の褒章
平成26年度秋の叙勲、秋の褒章におきまして、市内で次の方 が々受章されました。

秋の叙勲
瑞宝双光章

秋の叙勲
瑞宝単光章

味
あ じ

岡
お か

 利
と し

夫
お

氏（水口町嶬峨）

森
も り

川
か わ

 豊
と よ

和
か ず

氏（奈良県奈良市）

西
に し

村
む ら

 建
け ん

六
ろ く

氏（水口町松栄）

倉
く ら

田
た

 美
み

榮
え

子
こ

氏（水口町北内貴）

秋の叙勲
瑞宝双光章

藍綬褒章（統計調査功績）

■
か
ぶ
せ
茶
の
部

　
農
林
水
産
大
臣
賞

�

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
土
山

�

佐さ
え
き伯　
友ゆ

う
じ
ゅ樹

さ
ん

　
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

�

安や
す

井い　
敬け

い
い
ち一

さ
ん

産
地
賞

■
普
通
煎
茶
の
部

�

一
位　
甲
賀
市

■
か
ぶ
せ
茶
の
部

�

一
位　
甲
賀
市

特
別
賞

■
普
通
煎
茶
の
部

　
農
林
水
産
大
臣
賞

�

曽そ

わ和　
治は

る
ひ
こ彦

さ
ん

問い合わせ

農
業
振
興
課　
農
産
係

☎
６
５‐０
７
１
２
／

６
３‐４
５
９
２

茶
ど
こ
ろ
・
甲
賀
を
関
西
に
発
信

第
67
回  

関
西
茶
業
振
興
大
会
滋
賀
県
大
会

　
第
67
回
関
西
茶
業
振
興
大
会

滋
賀
県
大
会
が
10
月
26
日
、
あ

い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
西
地
区
で
生

産
さ
れ
る
お
茶
の
生
産
技
術
や

品
質
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、

お
茶
の
需
要
の
増
進
、
振
興
を

目
的
に
、
県
内
で
は
平
成
17
年

以
来
9
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。市

内
の
茶
業
関
係
者
が

多
数
受
賞

　

式
典
で
は
、
8
月
に
行
わ
れ
た

関
西
茶
品
評
会
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

普
通
煎
茶
の
部
と
か
ぶ
せ
茶
の
部

で
市
内
の
茶
業
関
係
者
が
多
数
受

賞
し
、
甲
賀
市
は
両
部
門
で
産
地

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
広
く
関

西
地
域
の
茶
業
の
振
興
と
発
展
に

功
労
の
あ
っ
た
茶
業
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

�

山や
ま

本も
と　

　
顕あ

き
らさ

ん

�

松ま
つ

下し
た　
良よ

し

正ま
さ

さ
ん

　
公
益
社
団
法
人
日
本
茶
業
中
央
会
長
賞

�

片か
た

木ぎ　
享た

か

央お

さ
ん

�

藤ふ
じ

本も
と　

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

　
全
国
茶
生
産
団
体
連
合
会
長
賞

�

北き
た

田だ　
一か

ず

夫お

さ
ん

�

洞ほ
ら　
　
重し

げ

則の
り

さ
ん

�

北き
た

田だ　
卓た

く

也や

さ
ん

　
全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
賞

�

井い

田だ　
龍

り
ゅ
う

平へ
い

さ
ん

　
日
本
茶
業
学
会
長
賞

�
小お

川が
わ

伊い

之の

輔す
け

さ
ん

お
茶
の
消
費
拡
大
イ
ベ
ン

ト
も
盛
況

　

会
場
と
な
っ
た
あ
い
の
丘
文
化

公
園
一
帯
で
は
様
々
な
関
連
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
江
の
お
茶
席
や
お
茶
当
て
ク

イ
ズ
、
お
茶
の
淹
れ
方
講
座
、
お

茶
摘
み
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
お

茶
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
催
し
や
、

甲
賀
野
菜
な
ど
地
元
農
産
物
の
即

売
を
行
っ
た
軽
ト
ラ
市
、
お
茶
の

加
工
品
、特
産
品
な
ど
の
販
売
ブ
ー

ス
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
近

江
の
特
産
物
を
コ
ラ
ボ
し
た
「
近

江
の
恵
み
丼
」
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
る
な
ど
、
市
内
外
か
ら
の
多

く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
茶
業
関
係
者
で
特
別
賞
・

関
西
茶
業
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
の
は
以
下
の
方
々
で
す
。

関
西
茶
業
功
労
者
表
彰

�

吉よ
し

永な
が

治じ

一い
ち
ろ
う郎

さ
ん

�

樋ひ
ぐ
ち口　

晶あ
き

美よ
し

さ
ん

▲表彰を受ける曽和さん

▲表彰を受ける佐伯さん

8平成 26 年 12 月 1 日9 平成 26 年 12 月 1 日



　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

福
祉
・
教
育
な
ど
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
市
と
県
で
は
、
12
月
を
「
滞
納
整
理
強

化
月
間
」
と
し
て
、
一
斉
に
滞
納
整
理
を

行
い
ま
す
。

　
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
給
与
・
預
貯
金

な
ど
の
差
押
え
や
自
宅
の
捜
索
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
納
め
忘
れ
が

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

税
金
の
納
め
忘
れ
　
ご
確
認
を

問い合わせ

市
税
：
滞
納
債
権
対
策
課　
滞
納
対
策
係

☎
６
５‐０
６
８
１
／

６
３‐４
５
７
４

県
税
：
中
部
県
税
事
務
所　
甲
賀
納
税
課

☎
６
３‐６
１
０
６
／

６
３‐０
４
３
９

平成28年度から
個人住民税の特別徴収を徹底します
　滋賀県と県内全ての市町では、一定の理由に該当する場合を除き、
平成28年度から所得税の源泉徴収義務のある全ての事業者に対し
て、個人住民税の特別徴収による納入を徹底することとしました。
　特別徴収制度は、給与支払者（事業者）が所得税の源泉徴収と
同様に、毎月従業員に支払う給与から個人住民税（市・県民税）を
徴収し、納入していただく制度です。
　地方税法および各市町の条例により、給与を支払う事業者は、原
則としてすべて特別徴収義務者として個人住民税を特別徴収してい
ただくことが義務付けられています。
特別徴収のメリット
■給与所得者（従業員）は･･･

◎毎月、給与から徴収されるため、納め忘れがありません。
◎納税のために、納期ごとに金融機関へ出向く必要がありません。
◎納期が、普通徴収（納付書、口座振替による納付）の4回に比

べ、特別徴収は12回であることから、1回当たりの負担が少な
くて済みます。

■給与支払者（事業者）は･･･
◎市町が税額の計算を行うため、所得税と違い、税額計算や年末

調整の必要がありません。
※特別徴収の手続など、詳しくは 
　お問い合わせください。

問
い
合
わ
せ

税務課　市民税係
☎６５‐０６７９／ ６３‐４５７４

市税や使用料などのお支払いは 口座振替が便利です

問
い
合
わ
せ

滞納債権対策課　収納推進係
☎６５‐０６８２／ ６３‐４５７４

口座振替で納付できるもの

取り扱いできる金融機関

手続き方法

振替日

市　税 　市県民税／固定資産税／軽自動車税／国民健康保険税
料金等 　保育料／幼稚園使用料／介護保険料／施設入所負担金／後期高齢

者医療保険料／市営住宅使用料／市営住宅駐車場使用料／水道料金／公共下
水道使用料／農業集落排水施設使用料／公共下水道受益者負担金／公共下水
道受益者分担金／排水処理施設使用料／介護老人保健施設使用料

滋賀銀行／関西アーバン銀行／甲賀農業協同組合／湖東信用金庫／滋賀県信
用組合／京都銀行／近畿労働金庫／グリーン近江農業協同組合／滋賀県民信
用組合／ゆうちょ銀行（郵便局）

　市役所または市内の金融機関に設置の口座振替依頼書に必要事項を記入し、通
帳のお届け印を押印して、振替を希望される金融機関へ直接お申し込みください。
※申し込みされた金融機関から市へ依頼書が転送され、市が受理した翌月以降から振替可能

となります。
その他　�振替口座や名義の変更、振替する税料金の追加の場合も、再度口座振替依頼書で

お申し込みください。

各納期限の最終日（通常は月末）
※残高不足などにより口座振替ができない場合の再振替は行いません。

　詳細については、市ホームページをご覧ください。

口座振替のメリット

①
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
か
け
る
必
要
が
な
く

安
全
で
確
実
で
す
。

②
通
帳
の
記
帳
内
容
か
ら
支
払
履
歴
が
確
認
で
き
、

領
収
書
を
紛
失
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
口
座
振
替
の
手
続
き
は
一
度
だ
け
。
翌
年
以
降
も
自

動
継
続
さ
れ
、
手
間
い
ら
ず
で
す
。

滋賀県と県内すべての市町から事業主の皆さんへ重要なお知らせです

問
い
合
わ
せ

あいこうか市民ホール（月曜休館）
☎ 62‐２６２６／ ６２‐２６２５

事前に発行する入場整理券
が必要です
※整理券発行場所
　・あいこうか市民ホール
　・碧水ホール
　・あいの土山文化ホール
　・甲賀共同福祉センター
　・忍の里プララ
　・信楽中央公民館
　・市内各図書館

（座席に余裕がある場合は、
当日も入場整理券を発行し
ます。）

甲賀市市制施行 10周年記念
あいこうかうたプロジェクト2014

記念講演会を開催
　「であい・こうか八景」「大切な人への思い」をテーマに募集した短歌の中から、入賞作品 30 首を発表し、表彰します。
今年は市制施行 10 周年を記念して「であい・こうか八景フォトコンテスト」の入賞作品の展示と表彰も行います。

■日時／12月21日（日）14時開演
　第1部　入賞作品発表、表彰　　第2部　記念講演会
　講師：加

か が み

賀美幸
さ ち こ

子さん（元NHKアナウンサー）
　演題：こころを動かす言葉

■会場／碧水ホール
■碧水ホール・ロビーでの催し
　◆「であい・こうか八景フォトコンテスト」入賞作品の展示
　◆紫

し が ら き の み や う た

香楽宮歌木
も っ か ん

簡関連資料の展示
　◆古代食の試食

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）

甲
賀
市
成
人
式
を
開
催

問い合わせ

社
会
教
育
課　
青
少
年
育
成
係

☎
８
６‐８
０
２
２
／

８
６‐８
３
８
０

二
十
歳
を
迎
え
た
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
甲
賀
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
／
平
成
27
年
1
月
11
日
（
日
）

●
会
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
ほ
か

●
対
象
／
平
成
6
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

●
日
程
／

　
13
時
30
分		



開
場
・
受
付　

　
14
時
～
14
時
30
分	

第
1
部　
記
念
式
典　

　
14
時
30
分
～
16
時	

第
2
部　
記
念
イ
ベ
ン
ト
～
新
成
人
の
集
い
～
抽
選
会　
他

●
そ
の
他
／

◆
参
加
対
象
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
へ
は
個
別
に
招
待
状
は
送
付
し
ま
せ
ん
が
、
対
象
の
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
市
外
在
住
者
も
参
加
可
能
）

◆
当
日
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
本
人
以
外
の
入
場
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
付
き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
主
催
／
甲
賀
市　
甲
賀
市
教
育
委
員
会　
成
人
式
実
行
委
員
会

第
2
部
終
了
後
、
各
中
学
校
別
に
次
の
会
場
で
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す

水
口
中　
　
各
小
学
校
別
に
実
施
の
た
め
各
担
当
幹
事
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す

城
山
中　
　

水
口
東
中　
各
幹
事
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す

土
山
中　
　
　
　
　

甲
賀
中　
　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

甲
南
中　
　
忍
の
里
プ
ラ
ラ　
17
時
〜
19
時

信
楽
中　
　
信
楽
中
央
公
民
館
（
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
）　
17
時
30
分
〜
19
時
30
分　

｝
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業者 年末
臨時申込期限日

年始
開始日 町 地域

水口テクノス
（電話０７４８－６２－１９５９）

１２／１２
（金）

１／５
（月）

水口 全域

信楽 長野
北新町、北出町、問屋町、陶生町、広芝町、東二本丸町、上二本丸町、新二
本丸町、みのりが丘町、大窯町、福島町、辻町、中町、馬場町、本町、中出
町、元町、末広町、焼屋町、旭町、ハイランド町、つくしが丘町

江田、神山、田代、畑

日映日野
（電話０７４８－５３－３９４１）

１２/９
（火）

１／６
（火）

土山 大野学区
甲賀 相模、大原市場を除く大原学区、油日学区、佐山学区
甲南 全域

ヒロセ
（電話０７４８－５２－０９４３）

１２／１２
（金）

１／５
（月）

土山 鮎河学区、山内学区、土山学区
甲賀 相模、大原市場

信楽
長野 愛宕町、材木町、大正町、新町、松尾町、南松尾町、栄町
小原地区、多羅尾地区、雲井地区、朝宮地区

町 業者 回収申込期限日
水
口
・
信
楽
地
域

㈱水口テクノス
（☎ 0748-62-5311） １２／１９（金）

土
山
地
域

㈱ヒロセ
（☎ 0748-52-0943）

１２/２４（水）
正午まで

甲
賀
・
甲
南
地
域

㈱日映日野
（☎ 0748-53-3941） １２/１７（水）

年末 12/24
（水）

12/25
（木）

12/26
（金）

12/27
（土）

12/28
（日）

12/29
（月）

12/30
（火）

12/31
（水）町 地区（学区）

水口

水口 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類
岩上 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
柏木 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
綾野 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類

貴生川 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
伴谷 資源ごみ※1・燃えないごみ※2 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

土山
鮎河・山内 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

土山 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
大野 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

甲賀 全域 燃えないごみ※2・スプレー缶 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

甲南 第２・希望ヶ丘 燃えないごみ※2・スプレー缶 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類
第１・第３・中部 燃えないごみ※2・スプレー缶 廃プラスチック類・発泡スチロール 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類

信楽

長野・西・江田・神山 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ
田代・畑 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

雲井・小原・朝
宮・多羅尾

缶・廃食油・びん・燃
えないごみ※2 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

不燃物処理場搬入日 ○ ○ ○
甲賀広域行政組合衛生センター搬入日 ○ ○ ○ ○ ○

年始 1/5
（月）

1/6
（火）

1/7
（水）

1/8
（木）町 地区

水口

水口 燃えるごみ 廃プラスチック類 資源ごみ※1・燃えないごみ※2 燃えるごみ
岩上 廃プラスチック類 燃えるごみ 資源ごみ※1・燃えないごみ※2

柏木 廃プラスチック類 燃えるごみ
綾野 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

貴生川 廃プラスチック類 燃えるごみ
伴谷 廃プラスチック類 燃えるごみ

土山
鮎河・山内 燃えるごみ

びん・缶・スプレー缶・廃
食油・古紙類・乾電池・蛍

光管・燃えないごみ※2

燃えるごみ・ペット
ボトル・ 発 砲 ス チ
ロール・ライター

土山 燃えるごみ 燃えるごみ
大野 燃えるごみ 燃えるごみ

甲賀 全域 廃プラスチック類 燃えるごみ びん・缶・ペットボトル・
乾電池・蛍光管・ライター

甲南 第２・希望ヶ丘 燃えるごみ 廃プラスチック類
第１・第３・中部 燃えるごみ 廃プラスチック類

信楽

長野・西・江田・神山 燃えるごみ 発砲スチロール 廃プラスチック類
田代・畑 燃えるごみ 発砲スチロール 燃えるごみ

雲 井・ 小 原・
朝宮・多羅尾 燃えるごみ 燃えるごみ

不燃物処理場搬入日 ○ ○
甲賀広域行政組合衛生センター搬入日 ○ ○ ○ ○

（1/1 〜 1/4 は収集はありません）
※１　�資源ごみは、びん、缶、スプレー缶、乾電池、蛍光管、ペットボトル、廃食油、発泡スチロール、古紙類、

ライターです。
※２　�燃えないごみは、埋立・金属・小型電気製品です。
　年末年始の回収はごみの量が非常に多く、通常の回収時間・ルートを大幅に変更する可能性があります。
ごみを集積所に出される際には、必ず午前８時までに出していただきますようお願いします。

※申込は直接、各地域の指定業者に行って下さい。

問
い
合
わ
せ

生活環境課　廃棄物対策係
☎６５‐０６９０／ ６３‐４５８２

問
い
合
わ
せ

健康推進課　健康政策係
☎６５‐０７０３／ ６３‐４５９１

問
い
合
わ
せ

障がい福祉課　自立支援係
☎６５‐０７０２／ ６３‐４０８５

H２６年末粗大ごみ

H２６年末年始家庭ごみ収集

H２６年末し尿くみとり

　年末年始から１月末までの間は、通常月と比べ、回収品目・回収日が異なる場合があります。必ずごみカレンダー
にてご確認ください。ごみは午前８時までに決められた集積所にお出しください。
　また、年末の臨時し尿くみとり、粗大ごみの戸別収集は非常に混み合いますので、希望される方は申込期限日ま
でに以下の業者へ申し込んでください。

年末・年始のし尿くみとり、家庭ゴミの収集日程
冬の
感染症予防を

　冬は、インフルエンザをはじめ、ノ
ロウイルスなどによる感染性胃腸炎な
どの感染症が流行するシーズンです。
　感染予防を行い、冬を元気に過ご
しましょう。

■インフルエンザ
  感染予防の三原則
１．咳エチケットを守りましょう
　　　　　　�せき・くしゃみのあるときは、

必ず鼻を覆いマスクをする。
マスクがない場合は口と鼻を
ティッシュでおおい、周りの
人から顔をそむける。

２．こまめに手洗いをしましょう
３．感染症への抵抗力をつけましょう
　�十分な睡眠、規則正しいバランスの取れた食事、適

度な運動、こまめな水分補給が大切です。

  インフルエンザにかかったかな？と思ったら…
　急な発熱、咳やのどの痛み、筋肉痛などの症状があ
り、感染したかなと思ったら、必ずマスクをして医療
機関を受診してください。 
　熱が下がっても、発症後３～７日間は、外出を控え
る必要があります。

  早めのインフルエンザ予防接種を
　ワクチンの接種により、インフルエンザの重症化や
死亡を予防し、健康被害を最小限にすることが期待さ
れています。
　ワクチン接種による効果が出現するまでには２週間
程度を要するため、早めにワクチン接種を受けること
をおすすめします。
�65歳以上の方は自己負担額2,000円で接種いただ
けます。詳細は広報あいこうか10月１日号または
市ホームページをご覧ください。

■ノロウイルス
　ノロウイルスによる食中毒は、主に、調理をする人
を通じた食品の汚染により発生します。感染力が強く、
大規模な食中毒など集団発生を起こしやすいため、特
に注意が必要です。　

◆手洗いはこまめにしっかりと◆
  手洗いは、調理を行う前、食事の前、トイ
レに行った後、下痢等の患者の汚物処理やオ
ムツ交換等を行った後には必ず行いましょう。
  常に爪を短く切って、指輪等をはずし、石
けんを十分泡立て、ブラシなどを使用して手
指を洗浄します。
　すすぎは温水による流水で十分
に行い、ペーパータオルまたは
個人用のタオルを使いましょう。

ノロウイルス食中毒予防のポイント
１．手洗いをしっかり行いましょう
２．食品は十分に加熱しましょう
　○食品は中心部まで85℃以上で90秒以上加熱
　○�盛り付ける時は、お箸などを使い直接食品を触ら

ないようにしましょう
３．体調が悪いときは休みましょう
　○�下痢、おう吐等の症状がある時は、調理作業をし

ないようにしましょう
４．食器・調理器具はしっかり消毒しましょう
５．ふん便、おう吐物の処理と消毒を適切に行ない

ましょう

※�塩素を使った消毒の方法については、市ホームペー
ジで紹介しています

咳
エチケット

甲
賀
市
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

西に
し
む
ら村　
泰や

す

雄お

（
水
口
町
新
城
）	

池い
け
だ田　
仁ひ

と

美み

（
水
口
町
下
山
）

森も
り

村む
ら

シ
ズ
子こ

（
水
口
町
中
邸
）	

田た
な
か中
美み

よ

こ

代
子
（
水
口
町
宇
川
）

竹た
け

﨑ざ
き　
文ふ

み

雄お

（
水
口
町
泉
）	

前ま
え
だ田
喜き

し

え

志
江
（
土
山
町
北
土
山
）

福ふ
く
や
ま山　
芳よ

し
お夫

（
土
山
町
徳
原
）	

大お
お
ば
や
し林　
源げ

ん

弥や

（
甲
賀
町
高
野
）

一い
ち
み
や宮　
祥し

ょ
う
こ子

（
甲
賀
町
小
佐
治
）	

冨と
み
や
ま山　
朝と

も
じ司

（
甲
賀
町
油
日
）

八は
ち
り里　
良よ

し
こ子

（
甲
南
町
森
尻
）	

伊い
む
ろ室　
信の

ぶ
こ子

（
甲
南
町
寺
庄
）

木き
む
ら村　
　
功い

さ
お

（
甲
南
町
野
田
）	

中な
か
に
し西　
秀ひ

で
の
り則

（
信
楽
町
中
野
）

豊と
よ
だ田
い
づ
み
（
信
楽
町
江
田
）	

黄き

せ瀬　
忠た

だ

幸ゆ
き

（
信
楽
町
宮
町
）

12
月
4
日
～
10
日 

第
66
回
人
権
週
間

「
考
え
よ
う 
相
手
の
気
持
ち

�

育
て
よ
う 
思
い
や
り
の
心
」

　
期
間
中
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
や
街
頭

啓
発
、
巡
回
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　障害者週間は、12 月 3 日「国際障害者
デー」から 12 月 9 日「障害者の日」まで
の 1 週間です。
　障がい者の福祉について関心と理解を
深めると共に、障がいのある方が、社会、
経済、文化その他あらゆる分野の活動に
積極的に参加する意欲を高めることを目的
としています。
　障害者週間とその前後には、市内でも障
がい者団体などのイベントが開催されます
ので、皆さんぜひご参加ください。

障がい者の自立と社会参加実現を
１２月３日〜9日は障害者週間

問い合わせ

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
６
２‐０
２
５
９

人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

☎
６
５‐０
６
９
４
／

６
３‐４
５
８
２

12平成 26 年 12 月 1 日13 平成 26 年 12 月 1 日



地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
ほ
ど
杉
の
間
伐
材
を
利
用
し
た

ア
ー
ト
作
品
が
、
多
羅
尾
公
民
館
前
に

お
目
見
え
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
多
羅
尾
小
学
校
の
児

童
や
都
市
農
村
交
流
事
業
で
来
ら
れ
た

神
戸
の
中
学
生
の
生
徒
が
、
間
伐
材
を

斜
め
に
切
っ
た
部
分
に
笑
顔
な
ど
を
描

い
た
も
の
で
す
。
個
性
的
で
色
彩
豊
か

な
4
0
0
個
の
作
品
が
集
ま
る
と
壮

観
で
す
。

　
お
近
く
に
お
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
車
等
で
通
る
際
は
、
脇

見
運
転
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
土
山
学
区
自
治
振
興
会
の
教
育
・
文
化
・
人
権
部
が
、
戦
場
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
世
界
で
活
躍
す
る
渡
部
陽
一
さ
ん
を
招
き
、「
戦
争
か

ら
見
え
て
く
る
命
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
住
民
の
文
化
や
人
権
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
同

会
が
検
討
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
、
12
月
13
日
に
あ
い
の
土
山
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
学
区
外
の
方
も
入
場
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
会
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
０‐５
８
３
３‐０
３
９
５
（
月
・
木
曜
の
9
時
〜
16
時
）

今
を
共
に
生
き
る　

コ
ン
サ
ー
ト

●
岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
岩
上
自
治
振
興
会
主
催
の
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月
9
日
に
岩
上
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
人
権
研
修
の一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

の
経
験
を
し
た
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
さ
ん
と
、

手
話
を
取
り
入
れ
て
歌
わ
れ
る
ヨ
ッ
コ
さ
ん

が
出
演
。
地
域
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
や
手
話
グ

ル
ー
プ
と
一
緒
に
演
奏
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
く
の
高
齢
者
施
設
の
方
や
中
高
生
も
見

学
に
来
ら
れ
、
演
奏
を
聴
い
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
達
と
一
緒
に
体
操
な
ど
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

「命」の大切さを伝えます
●土山地域市民センター

秋　憩いのひととき

　
杉
谷
公
民
館
で
10
月
26
日
、
杉
谷
文
化
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
の
下
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
公
民
館
内
で
の
作
品
展
示
、

災
害
非
常
食
の
試
食
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た

く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
、
台
風
11
号
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
打
ち
上
げ
花
火
も
実
施
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
夜
空
の
光
の
華
に
、「
わ
ぁ
～
キ
レ
イ
」
と
の
歓
声
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

４
０
０
個
の
間
伐
材
ア
ー
ト

作
品
が
お
目
見
え

●
多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●甲南第二地域市民センター

▶
４
０
０
個
の
間
伐
材
ア
ー
ト
作
品

▲夜空に咲いた光の華

▲ゆるきゃらも参加したコンサート

▶
講
演
会
の
チ
ラ
シ

　

中
世
六
古
窯
の
一
つ
で
あ
る
信
楽
焼
は
鎌

倉
時
代
の
終
わ
り
頃
に
開
窯
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
古こ

し
が
ら
き

信
楽
は
壺つ

ぼ
・
甕か

め
・
擂す

り
ば
ち鉢
の
三
種
で
、

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
消
費
地
で
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
に
は
そ
の
素

朴
な
趣
か
ら
茶
陶
と
し
て
見
出
さ
れ
、
村む

ら

田た

珠し
ゅ
こ
う光
、
武た

け
の
じ
ょ
う
お
う

野
紹
鷗
、
千せ

ん
の
り
き
ゅ
う

利
休
ら
の
茶
人
に
愛

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
幕
府
将
軍
家

の
御お

茶ち
ゃ

壺つ
ぼ

道ど
う
ち
ゅ
う中
に
用
い
る
腰こ

し

白じ
ろ

茶ち
ゃ

壺つ
ぼ

を
調
進

し
た
こ
と
が
誉
れ
と
な
り
、
江
戸
時
代
の
半
ば

に
は
小こ

杉す
ぎ

茶ち
ゃ
わ
ん碗
を
は
じ
め
と
す
る
小
物
生
産

を
開
始
し
、
庶
民
の
日
用
の
器
と
し
て
浸
透

し
ま
し
た
。
近
代
以
降
に
は
糸
取
鍋
や
火
鉢

が
主
産
品
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
石
膏
型

と
大
物
陶
器
焼
成
の
技
術
を
活
か
し
て
製
造

さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
上
ま
た
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
無
形

の
文
化
的
所
産
を
無
形
文
化
財
と
い
い
、
滋

賀
県
と
甲
賀
市
で
は
信
楽
焼
を
無
形
文
化
財

と
し
て
指
定
し
、
そ
の
「
わ
ざ
」
を
高
度
に

体
得
さ
れ
た
方
を
保
持
者
と
し
て
認
定
し
て
い

ま
す
。
甲
賀
市
指
定
無
形
文
化
財
は
古
信
楽

の
作
風
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
陶
芸
の
作
家

ま
で
広
く
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
信
楽
焼
は

伝
統
の
技
を
守
り
伝
え
な
が
ら
も
、
常
に
新

し
い
も
の
を
創
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

甲
賀
の
文
化
財

無
形
文
化
財
信
楽
焼

▶『
陶
器
集
説
』〈
陶
〉（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）よ
り

　「
竈か

ま

焼や
き

之の

図ず

」

甲
賀
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

滋
賀
県
・
甲
賀
市
指
定
無
形
文
化
財
信
楽
焼
展

　
会
場
：�

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル　

展
示
室

　
期
間
：�

開
催
中
～
12
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
※
入
館
無
料

　甲賀市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、物品役務等の入札参加資格審査申請の受付を下記
のとおり行います。申請書書式、添付書類等の詳細は、提出要項（市ホームページに掲載、または契約検査課お
よび旧支所である土山地域市民センター、甲賀大原地域市民センター、甲南第一地域市民センター、信楽地域市
民センターで配布中）をご覧ください。

※市内業者および準市内業者（市内にある本店、支店または営業所）の受付は次のとおりです。

建設工事 測量・建設コンサルタント等 物品役務等

受付期間
（郵送不可）

平成27年1月26日（月）〜
平成27年1月28日（水）　

平成27年1月22日（木）〜
平成27年1月23日（金）　

平成27年1月14日（水）〜
平成27年1月15日（木）　

受付場所 水口庁舎３階　第２・３会議室 水口庁舎１階　契約検査課

受付時間 午前９時～午前１１時３０分　午後１時３０分～午後４時

有効期間 １年間 １年間（中間年）

※市外業者の受付については提出要項をご覧ください。

平成27年度　入札参加資格審査申請の受付について

問
い
合
わ
せ

契約検査課
☎６５‐０６７８／ ６３‐４６２７
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で あ い こ う か

D E A I  K O K A

東海道土山宿の歴史や伝説などを題材に
した「あいの土山宿場かるた」
がこのほど製作されました。
土山宿の観光ボランティ
アガイドで、発案・原
作者の髙橋慶一さん
と、絵札の原画を描
いた土山道夫さんに
お話を伺いました。

▲全校児童が歌声を合わせるフィナーレ

▲手作りの絵本を披露する参加者

▲黒滝太鼓踊り保存会の「じゅんやく踊り」

民
俗
芸
能
が一堂
に

近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

　
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
が

11
月
9
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
管
内
12
府
県
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
魅

力
を
広
め
、
そ
の
保
存
・
伝
承
に
つ
な
げ
よ
う
と
各

府
県
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

7
つ
の
民
俗
芸
能
が
甲
賀
に
集
い
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
は
黒
滝
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
出
演
。
毎

年
7
月
に
行
わ
れ
る
祭
礼
さ
な
が
ら
に
、
ほ
ら
貝
や

太
鼓
の
音
に
乗
せ
た
「
じ
ゅ
ん
や
く
踊
り
」
と
呼
ば

れ
る
踊
り
を
披
露
し
、会
場
の
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

図
書
館
か
ら
文
化
を
発
信

図
書
館
ま
つ
り

　
甲
賀
市
図
書
館
の
10
周
年
を
記
念
し
、「
図
書
館

ま
つ
り
」
が
11
月
8
日
、
甲
賀
図
書
情
報
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
、
市
内
在
住
の

絵
本
作
家
・
市
居
み
か
さ
ん
に
よ
る
絵
本
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
53
人
が
参

加
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
完
成
さ
せ
、
互
い
に
披
露

し
あ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、本
の
修
理
講
座
、コ
ン
サ
ー
ト
、オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
も
開
か
れ
、本
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

仲
間
を
信
じ
て 

自
分
を
信
じ
て

多
羅
尾
小
学
校
伝
統
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

　
多
羅
尾
小
学
校
で
11
月
1
日
、
同
校
の
伝
統
行
事

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
27
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、「
オ
ズ
の
ま
ほ
う
つ

か
い
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
を
合
わ
せ

て
9
人
と
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
少
な
い
人
数
で
の
挑

戦
と
な
り
、
中
に
は
一
人
で
四
役
を
こ
な
す
児
童
も

あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
同
校
の
体
育
館
に
は
、
保
護
者
や

地
域
住
民
、
卒
業
生
の
ほ
か
、
毎
年
公
演
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も
合
わ
せ
て
約
２
０
０
人
が
詰

め
か
け
、
児
童
の
熱
演
に
暖
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

「あいの土山宿場かるた」を製作

作：髙
た か は し

橋慶
み ち か ず

一さん　絵：土
つ ち や ま

山道
み ち

夫
お

さん

古城山頂に天守の痕跡確認

水口岡山城跡発掘調査

　第3次発掘調査が進められてきた水口岡山城跡で、
二つの天守級の重層建築物が存在していた可能性を
示す石垣や石階段などが見つかりました。
　豊臣秀吉が重臣に築かせた東国進出の拠点城郭と
して、威容を誇っていたことを伺わせる発見です。
　11月15日には現地説明会が行われ、集まった多く
の歴史愛好家らは、職員の説明に聞き入ったり、出土
した石垣を写真に収めながら、往時の天守の姿に思い
を馳せました。

製作のきっかけは？
髙橋：�孫が百人一首で遊んでいるのを見ているうち

に、地元の身近な歴史や文化を題材にした宿場
かるたの製作を思いつき、読み札の文案を4か月
かけて練り上げました。絵札は地元の子どもたち
に絵画を教えている土山さんにお願いしました。

土山：�髙橋さんから依頼を受け、絵札を手掛けることに
なったのですが、いつしか自分自身が夢中になっ
ていました。自転車にまたがって現場取材からはじ
め、約8か月をかけて46枚の原画を仕上げました。

工夫したところはありますか？
髙橋：�子どもが親しみやすいよう、土山宿を中心に地

域の言い伝えや伝説をたくさん取り入れまし
た。読み札の裏面には、その場面の詳しい説明
を添えていますので、大人の方にも読みごたえ
があると思います。親子で教え合いながら遊ん
でほしいですね。

土山：�ほのぼの楽しめる絵を念頭に、水彩絵の具で柔
らかく描きました。子どもも、大人も、身体の不
自由な人やお年寄りも、なるべく色々な人が登
場するように心がけました。

宿場かるたの反響は？
髙橋：�子どもだけでなく、高齢者サロンなどでも使わ

れているようです。今後は、同窓会などで人が集
まる機会にも楽しんでもらえれば嬉しいです。

土山：�土山宿の手軽なお土産としても喜ばれているよ
うです。土山宿の歴史や文化を知ってもらうきっ
かけになればと思います。

�
　２人とも「ゆ」の札が一番
お気に入りとのこと。江戸時
代の飛脚と現代の郵便屋さ
んが時代を超えて共演して
います。

地域の民謡を唄い継ぐ

朝宮小学校伝統の民謡

　朝宮小学校の全校児童が11月14日、地域に伝わる
民謡を披露しました。
　同校では、民謡の先生に指導を受けながら「茶摘
み唄」「朝宮小唄」「おもてかんばん」「おかげ踊り」
の 4 曲を唄い継ぎ、学校や地域の行事で定期的に発
表しています。
　この日は、「近畿へき地教育研究大会」で来校した
県内外の教育関係者や、同校の保護者らが観覧。色
とりどりの着物や法被に身を包んだ児童らの唄と踊り
に、じっくりと見入っていました。

▲民謡の唄と踊りを披露する児童

▲古城山頂で行われた現地説明会

宿場かるたの絵札の一部を展示した原画展が、滋賀銀
行水口支店ロビーで開催中です。（12月30日まで）
あいの土山宿場かるたのお問い合わせ先
土山学区自治振興会事務所
☎０５０‐５８３３‐０３９５　月・木曜の９時〜１６時

読み札 絵札

　
郵ゆ

う
び
ん便
の

仕し
ご
と事
は

　
飛ひ

き
ゃ
く脚
取と

り
つ
ぎ
し
ょ

次
所

ゆ
ゆ

		  （写真右）� （写真左）
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特派員
� のページ

まち
 かど

情報のまど
information

催 

し�
event

ジ
ュ
ニ
ア
・
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
V
o
l
．3�

イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
！
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ダ
ン
ス

　
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
の
合
同
発
表
会

＊ ＊
日
時
／
12
月
14
日（
日
）14
時
開
演

＊ ＊
場
所
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

＊ ＊
出
演
／
Ｍ
Ｉ
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
、Ｄａｎｃｅ 

ｓ
ｔｕ
ｄ
ｉｏ 

Ｌ
ｉｎｅ
、

Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
、
ｔｅａｍ 

Ｏｖｅｒ

–

Ｒ
ｉ
ｄｅ
、

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

※
入
場
料
無
料

問
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２

－

２
６
２
６　

６
２

－

２
６
２
５

�

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
第
７
講
座�

「
口
腔
衛
生
に
つ
い
て
」

＊ ＊
日
時
／
12
月
11
日（
木
）13
時
30
分
～

＊ ＊
対
象
／
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

＊ ＊
場
所
／
甲
南
町
公
民
館

＊ ＊
講
師
／
甲
南
町　
竹
村
歯
科
医
師

＊ ＊
定
員
／
先
着
１
２
０
人

＊ ＊
参
加
費
／
５
０
０
円

問
・
申
／
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

☎
６
２

－

６
８
４
２　

６
２

－
６
０
９
６

�

絵
本
の
国
か
ら
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス�

音
楽
で
綴
る
絵
本
と
バ
レ
エ
の
世
界

＊ ＊
日
時
／
12
月
6
日（
土
）15
時
開
演

＊ ＊
場
所
／
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

＊ ＊
内
容
／
第
1
部　
ピ
ア
ノ
と
絵
本
の
朗
読�

　
　
　
第
2
部　
魅
惑
の
室
内
楽
と
バ
レ
エ
の
饗
宴

＊ ＊
出
演
者
／
一
ノ
瀬
夏
美（
ピ
ア
ノ
＆
朗
読
）、
藤
原

利
佳（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
日
野
俊
介（
チ
ェ
ロ
）ほ
か

＊ ＊
入
場
料
／�

前
売
り
一
般
１
，０
０
０
円　
18
歳
以
下
５
０
０
円�

当
日
一
般
１
，２
０
０
円　
18
歳
以
下
６
０
０
円

問
・
申
／
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル

☎
６
６

－

１
６
０
２　

６
６

－

１
６
０
３

�

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
８
回

＊ ＊
日
時
／
12
月
11
日（
木
）19
時
30
分
～
21
時

＊ ＊
場
所
／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

＊ ＊
内
容
／
講
演
『
お
隣
さ
ん
は
外
国
人
』�

〜
異
な
る
文
化
を
持
つ
地
域
住
民
と
の
共
生
〜

＊ ＊
講
師
／
上う

え

原は
ら　
ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
さ
ん（
三
重
県

国
際
交
流
財
団
専
門
員
）

※
申
込
不
要　
参
加
無
料　
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
教
育
推
進
係

☎
６
５

－

０
６
９
３　

６
３

－

４
５
８
２

�

滋
賀
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
参
加
者
募
集

①
水
中
運
動（
身
体
）教
室

＊ ＊
日
時
／
12
月
13
日（
土
）12
時
～

＊ ＊
対
象
／
35
歳
以
上
の
身
体
・
精
神
障
害
者（
手

帳
所
持
者
）※
受
講
無
料

②
卓
球
ラ
リ
ー
タ
イ
ム

＊ ＊
日
時
／
12
月
16
日（
火
）10
時
～

＊ ＊
対
象
／
誰
で
も
※
障
害
者
は
受
講
無
料

問
／
滋
賀
県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７

－

５
６
４

－

７
３
２
７

０
７
７

－

５
６
４

－

７
６
４
１

�

わ
く
わ
く
フ
ェ
ア�

～
宮
の
特
産
品
や
楽
し
い
お
店
が
勢
揃
い
～

＊ ＊
日
時
／
12
月
6
日（
土
）9
時
～
13
時

＊ ＊
場
所
／
甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

＊ ＊
内
容
／
飲
食
模
擬
店
、
作
品
展
示
、
特
産
品
即
売

＊ ＊
申
込
／
不
要　
※
参
加
無
料

※
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り

問
・
申
／
宮
地
区
自
治
振
興
会

☎
８
６

－

８
５
１
８　

８
６

－

８
５
１
９

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森�

12
月
・
1
月
の
イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

＊ ＊
開
催
日
・
内
容
／�

①
12
月
20
日（
土
）き
ま
ぐ
れ
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ�

②
12
月
21
日（
日
）森
の
生
き
物
フ
ィ
ギ
ュ
ア�

③
12
月
23
日（
火
・
祝
）小
枝
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー�

④
12
月
25
日（
木
）木
の
干
支
づ
く
り（
羊
）�

⑤
12
月
27
日（
土
）ミ
ニ
門
松
づ
く
り�

⑥
1
月
10
日（
土
）プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
の
星
空
解
説�

⑦
1
月
11
日（
日
）冬
の
樹
木
と
野
鳥
の
観
察

＊ ＊
時
間
／
①
⑥
⑦
は
14
時
～
15
時
、
③
④
は
11

時
～
12
時
、
②
⑤
は
10
時
～
12
時

＊ ＊
場
所
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

＊ ＊
対
象
／
誰
で
も（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）※
各
先
着
10
～
20
人

＊ ＊
参
加
費
／
各
行
事
一
人
３
０
０
円
以
内（
館
内

行
事
は
入
館
料
が
別
に
必
要
）

＊ ＊
申
込
／
開
催
前
日
ま
で
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
連
絡
先
・
子
ど
も
は
年
齢
を
申
込
先
ま
で
。

（
①
⑥
⑦
は
申
込
不
要
で
人
数
制
限
あ
り
）

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200

あなたの夢が拓きます 放 送 大 学

http://www.ouj.ac.jp

４月 入 学 生 募 集 中！

放送大学 検　索

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
　
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

　
私
の
住
む
土
山
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
土
山
マ
ラ
ソ
ン
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
沿
道
で
応
援
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
目
線
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
映
る
の
か
。
大
会
に
参
加
し
、
取
材
を
し
て
き
ま
し
た
。

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
と
は

　

土
山
マ
ラ
ソ
ン
は
１
９
８
７
年

（
昭
和
62
年
）
に
始
ま
り
、
今
年

で
28
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
参
加
者
は
２
，４
０
０
人

ほ
ど
で
し
た
が
、
近
年
の
マ
ラ
ソ

ン
人
気
も
相
ま
っ
て
今
年
は
約

３
，７
０
０
人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が
土

山
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
近

畿
、
東
海
地
方
を
中
心
に
、
北

海
道
や
沖
縄
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
も
お
ら
れ
、
最
高
齢
は
男
子

ハ
ー
フ
の
部
81
歳
、
女
子
ハ
ー
フ

の
部
76
歳
。
そ
の
健
脚
ぶ
り
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
山
マ
ラ
ソ
ン
の
特
徴
は
、
何

と
言
っ
て
も
広
大
な
茶
畑
の
中
を

走
る
コ
ー
ス
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

激
し
い
も
の
の
、
鈴
鹿
の
山
並
や

青
土
ダ
ム
湖
畔
な
ど
、
豊
か
な
自

然
に
触
れ
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

松
ま つ お か

岡 望
の ぞ

美
み

こうかまちかど
特派員

沿
道
の
声
援
が
ラ
ン
ナ
ー
を
後
押
し

　
大
会
当
日
の
11
月
2
日
は
、
時
折
晴
れ
間
も
見
え
、
大
変
気
持
ち
の

良
い
空
気
の
中
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
走
っ
て
み
る
と
、
沿
道
の
声
援
が
力
に
な
り
、
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
給
水
所
に
は
土
山
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
待
機

し
、
大
き
な
声
で
応
援
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
消
防
団
の
方
々
は
、
要

所
で
交
通
整
理
を
し
な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
走
り
終
え
た
方
に
お
話
を
伺
う
と
「
途
中
で
と
て
も
足
が
痛
く
な
り

気
持
ち
が
萎
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
頑
張
っ

て
！
」
と
声
援
を
も
ら
い
、
何
と
か
歩
か
ず
に
完
走
で
き
ま
し
た
。」
と
、

笑
顔
で
汗
を
拭
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
場
面
で
、
こ
の
大
会
が
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　
私
は
途
中
で
膝
を
痛
め
て
し
ま
い
、
15
キ
ロ
の
関
門
に
差
し
掛
か
る
直

前
で
リ
タ
イ
ヤ
と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
人
の
優

し
さ
に
包
ま
れ
、
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で
き
る
土
山
マ
ラ

ソ
ン
の
魅
力
に
触
れ
、
ま
た
来
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
心
温
か
な
交
流
が
感
じ
ら
れ
る

こ
の
大
会
に
、
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
入
賞
者　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
一
般
女
子
の
部

３
位　
三み

日か

月づ
き

麻ま

い衣
さ
ん　
　
７
位　
岩い

わ
さ
き崎

真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん

▲ランナーを勇気づける沿道からの声援
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情報のまど
information

情報のまど
information

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）�

「
流
星
群
の
お
は
な
し
」

＊ ＊
日
時
／
12
月
13
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

＊ ＊
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

＊ ＊
内
容
／
天
体
の
お
話
、
天
王
星
、
海
王
星
な
ど
の
観
望

＊ ＊
申
込
／
12
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話
に
て
。

※
天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
。

※
防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

募 

集�
recruitm

ent

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

＊ ＊
募
集
期
間
／
12
月
1
日（
月
）～
11
日（
木
）

※
募
集
案
内
や
申
込
書
等
は
、
12
月
1
日
か
ら

住
宅
建
築
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
／
住
宅
建
築
課　
公
営
住
宅
係

☎
６
５

－

０
６
０
９　

６
３

－

４
６
０
１

�

臨
時
職
員（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
）募
集

＊ ＊
資
格
／
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
保
育
士

資
格
又
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
者

＊ ＊
年
齢
／
不
問

＊ ＊
雇
用
期
間
／
平
成
27
年
4
月
1
日
～
9
月
30

日（
6
カ
月
の
更
新
あ
り
）

＊ ＊
勤
務
地
／
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
・
水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

＊ ＊
勤
務
時
間
／
8
時
30
分
～
17
時
15
分　
早
朝
・

延
長
保
育
あ
り（
実
働
7
時
間
45
分
）※
月
～

金
の
週
38
時
間
45
分
、
但
し
、
週
休
日
勤
務

の
場
合
は
、
平
日
と
振
替

＊ ＊
賃
金
／
月
額
１
７
７
，０
０
０
円
〜
１
９
３
，

0
０
０
円（
※
社
会
保
険
加
入
）

＊ ＊
募
集
人
員
／
各
園
数
名
程
度

＊ ＊
申
込
期
間
／
12
月
1
日（
月
）～
19
日（
金
）

＊ ＊
面
接
／
平
成
27
年
1
月
上
旬
頃（
面
接
日
時

は
、
受
付
時
に
指
定
）

問
・
申
／
こ
ど
も
未
来
課

☎
８
６

－

８
１
７
９　

８
６

－

８
３
８
０

甲
賀
職
業
安
定
所

☎
６
２

－

０
６
５
１　

６
３

－

１
８
２
５

�

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

＊ ＊
受
付
期
間
／
12
月
１
日（
月
）～
15
日（
月
）�

（
土
・
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

＊ ＊
使
用
開
始
日
／
１
月
１
日（
木
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　
12
区
画（
う
ち
軽
自
動
車
4
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
4
区
画（
う
ち
2

区
画
は
身
体
障
が
い
者
用
）

＊ ＊
利
用
料
／
３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊ ＊
利
用
料
／
３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊ ＊
利
用
料
／
自
転
車
１
，５
０
０
円
／
月

　
　
　
　
　
原
付　
１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０　
（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９

時
15
分
、
13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

�

登
録
統
計
調
査
員
募
集

　
市
で
は
「
登
録
統
計
調
査
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
統
計
調
査
員
は
、
調
査
期
間
中
、
非
常

勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

＊ ＊
業
務
内
容
／
調
査
対
象
の
世
帯
や
事
業
所
等

を
訪
問
し
、調
査
票
の
記
入
依
頼・配
布・回
収・

点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊ ＊
待
遇
等
／
調
査
内
容
や
件
数
に
応
じ
た
報
酬

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
活
動
中
の

災
害
に
は
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

＊ ＊
対
象
者
／
守
秘
義
務
を
遵
守
で
き
る
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
。（
警
察
官
、
税
務
関
係

の
公
務
員
、
選
挙
の
関
係
者
等
は
、
従
事
制

限
が
あ
り
ま
す
。）

＊ ＊
登
録
方
法
／
必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
面
談
を
し
ま
す
。
詳
細
は
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
総
務
課　
総
務
統
計
係

☎
６
５

－

０
６
６
３　

６
３

－

４
５
６
１

お
し
ら
せ�

notification

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
６
月
頃
、
対
象
と
な
る
方
に
配
布
し
た
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
）を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
大
腸
が
ん
検
診
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

が
平
成
27
年
1
月
24
日（
土
）ま
で
で
す
。乳
が
ん・

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
1
月
以
降
混
み
あ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
／
健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係　
　
　

☎
６
５

－

０
７
３
７　

６
３

－

４
５
９
１

�

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の�

40
歳
～
74
歳
の
皆
さ
ん
へ�

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か

　
今
年
度
の
特
定
健
診
受
診
券
の
有
効
期
限
は

12
月
26
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
甲
賀
市
の
特
定
健
診
は
無
料
で
す
。
病
気
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
1
年
に
1
回
は
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
受
診
場
所
等
詳
し
く
は
、
受
診
券
送
付
時
に

同
封
し
て
い
る
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

☎
６
５

－

０
７
４
５　

６
３

－

４
６
１
８

�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は�

家
屋
滅
失
申
請
書
の
提
出
を

　

平
成
27
年
度
の
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税

は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
に
存
在
す
る
家
屋
に
課

税
し
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
26
年
中
に
家
屋
を
取
り

壊
さ
れ
た
場
合（
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
み
ま

す
）に
は
、
平
成
26
年
12
月
26
日（
金
）ま
で
に
「
家

屋
滅
失
申
請
書
」
を
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
甲
南
第
一
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
提
出
先
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
家
屋
滅
失
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
い

て
も
、
不
動
産
登
記
は
滅
失
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
法
務
局
で
家
屋
滅
失
の
不
動
産
登
記

手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
税
務
課　
資
産
税
係

☎
６
５

－

０
６
８
０　

６
３

－

４
５
７
４

�

市
内
全
て
の
自
動
交
付
機�

稼
働
停
止
の
お
知
ら
せ

＊ ＊
日
時
／
12
月
6
日（
土
）～
7
日（
日
）終
日

問
／
市
民
課

☎
６
５

－
０
６
８
３　

６
５

－

６
３
３
８

相 

談�
talk

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

＊ ＊
日
時
／
12
月
17
日（
水
）14
時
～
16
時

＊ ＊
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階

＊ ＊
内
容
／
講
座
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」�

も
う
「
太
っ
た
？
」
っ
て
言
わ
せ
な
い
！
こ
の

冬
正
月
太
り
に
さ
よ
う
な
ら
！

＊ ＊
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　
他

＊ ＊
定
員
／
約
20
人（
前
日
ま
で
に
要
申
込
）

＊ ＊
参
加
費
／
無
料

問
・
申
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－

０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

�

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

＊ ＊
日
時
／
12
月
10
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時
30

分（
受
付
16
時
ま
で
）

＊ ＊
場
所
／
水
口
納
税
協
会
3
階
会
議
室

＊ ＊
定
員
／
予
約
制
で
先
着
6
人（
1
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１　

６
３

－

０
１
７
３

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

甲 賀 市 甲 南 町 池 田 2 3 8 6

快適で安心な  “木の家づくり
”新築　増改築　リフォーム　古民家再生

創業56年 田 中 一 級 建 築 士 事 務 所

㈱ 田 中 工 務 店
TEL 86-3669　FAX 86-5021

どのような小さな工事でもお気軽にご相談ください
一生懸命心をこめてお手伝いさせていただきます

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

利用なし

甲賀市民スタジアム　12月　利用予定

多目的グラウンド　12月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

6・(9) 土・(火) ９：００～１７：００ 県協会甲賀地区　ふれあい交流
クラウンド・ゴルフ大会(９日予備日)

14・20 日・土 ８：３０～１７：００ 甲賀市U12リーグ

陸上競技場　12月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

6・7・13 
・20・21 土・日 ９：００～１6：００ 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会

水口スポーツの森へ行こう
12月の催し

問／水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
11
月
15
日
号
で
氏
名
の
読
み
方
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ　

滋
賀
県
・
甲
賀
市
指
定
無
形

文
化
財
信
楽
焼
展

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
パ
ネ
ラ
ー

誤
／
小こ

林ば
や
し

勇ゆ
う

超ち
ょ 

氏

正
／
小こ

林ば
や
し

勇ゆ
う

超ち
ょ
う 

氏
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伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.47

　伊賀市、甲賀市、亀山市のサッカー協会が共同で初めて企
画した「第1回いこか市長杯サッカー交流フェスタ」が11月8
日、甲賀市の水口スポーツの森で開催され、年代や男女別の
26チーム、約400人が出場しました。
　古くから歴史的・文化的つながりが強く、今年度ともに新市
制10周年を迎えた3市は、これまでにも観光や相互の情報発
信などで連携してきましたが、「サッカーを通じて市民交流をさ
らに深めよう」との大会趣旨に賛同した3市の市長が優勝カッ
プを寄贈。各試合結果の総合成績で優勝した伊賀市チームが
初の栄冠に輝きました。
　今後も持ち回りでの開催が予定されており、第2回大会は来
年、伊賀市で行われることになっています。

　　忍者衣装で親善試合�
　この日は、伊賀と甲賀の選手が忍者衣装に身を包んだ親善
試合も行われ、忍術さながらの巧みなボールさばきや、高く
上がったボールを競り合う空中戦が随所に見られた「忍者対
決」に会場は盛り上がりました。結果は2対１で伊賀に軍配が
上がりましたが、試合後には互いの健闘をたたえ合い、記念撮
影をするなど交流が深まりました。

  総合結果
　	 　1位  伊賀市　 2位  亀山市　 3位  甲賀市

編
集
後
記

　
「
あ
い
の
土
山
宿
場
か
る
た
」
を
畳
の
上

に
広
げ
て
み
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
絵
札
に

目
を
引
か
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
の
1
枚
、 

み
の
絵
札
に
は
、
東
海

道
と
新
名
神
高
速
道
路
が
交
差
す
る
高
架
橋

の
下
で
、
江
戸
時
代
と
現
代
の
旅
人
の
行
き

交
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

読
み
札
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

み
　
道み
ち

は
人ひ
と

結ゆ

い
　
文ぶ
ん

化か

を
運は
こ

ぶ

　

古
く
か
ら
街
道
で
結
ば
れ
て
き
た
伊
賀
・
甲

賀
・
亀
山
の
３
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
新
た
な
市
民
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

道
が
取
り
持
つ
人
の
縁
は
、
今
も
昔
も
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

熊

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

　
市
が
作
成
す
る
市
税
等
納
付
書
用
封
筒

に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

【
広
告
掲
載
の
内
容
】

（
対
象
）

　
概
ね
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
に

市
が
使
用
す
る
市
税
等
納
付
書
用
封
筒
の
裏
面
。

（
用
途
）

　
市
民
へ
の
市
税・料
金
等
納
付
通
知
用
に
使
用
。

【
募
集
広
告
主
】

　
１
者

【
募
集
締
切
】

　

12
月
19
日（
金
）

【
予
定
数
量
】

　
2
1
0
，0
0
0
枚

【
広
告
料
】

　
６
０
，０
０
０
円

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
税
等
納
付
書
用

封
筒
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か

問い合わせ

滞
納
債
権
対
策
課　
収
納
推
進
係

☎
６
５‐０
６
８
２
／

６
３‐４
５
７
４

伊賀×甲賀×亀山
第１回 いこか市長杯
サッカー交流フェスタ

い こ か

▲伊賀対甲賀の忍者対決

▲年代や男女別の26チームが熱戦

▲３市長から寄贈された優勝杯
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「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 92,880 （-31）人

男 46,186 （-3）人

女 46,694 （-28）人

世帯数 33,785 （+24）世帯

H26.10.31 現在　（ ）内は前月比

１２月の延長窓口は
2 日、9 日、16 日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が

ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338
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自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

うちゅうたんけんにしゅっぱつだ
朝宮保育園　園のみんなと保護者

よ
う
か
い
と
、
私
達
の
町

希
望
ヶ
丘
小
学
校
６
年
生

宮み
や

下し
た　
綺き

羅ら

さ
ん

黒
川
た
い
こ
お
ど
り

山
内
小
学
校
4
年
生

馬ば
ん
ば場　

吏り

仁ひ
と

さ
ん

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

曽そ

我が　
一か

ず

彦ひ
こ

さ
ん（
水
口
町
水
口
）

［
撮
影
場
所
：
惣
王
神
社（
甲
南
町
野
川
）］

小こ

阪ざ
か

井い　
賢け

ん

児じ

さ
ん

�

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

［
撮
影
場
所
：
土
山
町
大
野
～
市
場
］

曽そ

我が　
一か

ず

彦ひ
こ

さ
ん（
水
口
町
水
口
）

［
撮
影
場
所
：
水
口
町
中
畑
口
］

小こ

阪ざ
か

井い　
賢け

ん

児じ

さ
ん

�

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

［
撮
影
場
所
：
土
山
町
大
野
］

び
わ
湖
の
源
流

「
今
が
見
頃
!!（
野
川
の
さ
く
ら
）」

甲
賀
の
に
ぎ
わ
い

「
斎
王
様
、
登
上
」

甲
賀
の
車
窓
か
ら

「
春
一
番
」

甲
賀
の
に
ぎ
わ
い

「
十
二
単
の
斎
王
様
」


